
令和４年度 第 11回春日区地域協議会 

次 第 
 

                   日時：令和 5年 2月 17日(金) 午後 6時 30 分から 

                   会場：上越市市民プラザ 第 2会議室 

                                  全体会 1時間 5分 
 

１ 開  会                                   
                                      【 2分】 

 

 

２ あいさつ                                   
                                      【 3分】 

 

 

３ 議  題                                   
 ⑴ 協議事項 

   ・ 地域活性化の方向性について                     【40分】 

 

 

 

 

 

 ⑵ 自主的審議事項 

   ・ 春日山城跡の観光振興策について            （観光分科会）  

   ・ 安全・安心に暮らせる春日区とする方策について     （安全・安心分科会） 

   ・ あらゆる世代が心豊かに暮らせる春日区とする方策について（福祉分科会） 
 

   1) 各分科会における審議の状況について                 【15分】 

 

 

 

 

 

 ⑶ その他                                  

 

 

 

４ そ の 他                                   
 ⑴ 次回開催日の確認                            【 5分】 

    ➢ 日時 令和 4年  令和 5 年  月   日(火) 午後 6 時 30 分 から 

          ※ 候補日：3月 23日(木) or  24日(金) 
    ➢ 会場 上越市市民プラザを予定 

    ➢ 内容 地域活性化の方向性、自主的審議事項 

          ※ 閉会後、分科会を開催 

 

 ⑵ その他 

 

 

 

５ 閉  会                                   
 

 



「地域活性化の方向性」作成について（春日区）（案） 

 

１ 作業の流れ 

  ① 「構成要素」の検討（アイディア出し）【済】 

 

  ② 「構成要素」の整理（１）【今回】 

   ・ （資料２）…各委員が検討したアイディア

について、事務局による仕分け（「目的・

ねらい」or「具体の取組」の判別、「分野」）

の結果を確認する。 

   ・ 必要な修正を行う。 
 

    ※ 分野 … 「防災・減災」「観光振興」 

          「地域内交流」 

          「歴史・文化の継承」 

          「郷土愛の育成」 

          「高齢者福祉」「環境美化」 

          「都市計画」「（その他、全般）」 

 

  ③ 「構成要素」の整理（２）【次回以降】 

   ・ （資料３）…委員確認後の資料 2 を踏まえて正副会長が作成する「構成要素(案)」

について確認する。 

   ・ 「構成要素」を決定する。 

 

  ④ 「全体テーマ」の作成 

   ・ 決定した「構成要素」をもとに正副会長が作成する「全体テーマ(案)」について確

認する。 

   ・ 「全体テーマ」を決定する。→ 「地域活性化の方向性」の作成完了 

 

 

２ 本日の審議 

  ① 作成手順の確認 

   ・ 上記の作成の流れを改めて確認 

 

  ② 資料２の確認 

   ・ アイディアの仕分け（資料２）を確認 

資料１ 

 

（全体テーマ） 

（構成要素） 



地域活性化の方向性 「構成要素」検討に係るアイディア一覧 

 

№ 委員の回答 
事務局の仕分け（案） 

具体 分野 

1 地域の宝「春日山城跡」を活かした観光  

観光振興 

（9 人） 

2 戦国時代を代表する武将「上杉謙信公」の知名度を活かした観光立地  

3 春日山城跡の観光などの PR  

4 誰もが憩える春日山城跡を目指すために  

5 春日山城跡を中心とした歴史的宝庫を活用した観光振興  

6 謙信公祭を全市、全県、全国的なイベントに盛り上げる潜在的な可能性  

7 謙信公祭への多くの住民の参加による全国的な知名度の向上  

8 春日山を中心にした歴史施設、駐車場、距離の簡略化したマップの必

要性 
○ 

9 謙信公祭における地域住民の『見る』から、『参加する』おもてなし活動

への働きかけ 
○ 

10 春日山城、伐採木（杉など）の活用（立札、コースター、表札など） ○ 

11 春日山城跡を中心とした観光再開発（駐車場整備、その他アイディア集

積） 
○ 

12 トイレの増設（春日山神社付近、春日山中腹などに） ○ 

13 春日山城跡にしかないお土産の開発（謙信・春日山ようかん、絵はがき、

しおり、川渡餅など） 
○ 

14 春日山城跡にしかない記念品の開発（御朱印など） ○ 

15 旧春日山旅館付近から謙信公銅像前付近までの道路両側にのぼり旗の

設置 
○ 

16 愛宕谷公園に季節ごとのお花畑を整備、入口高台にある空き家を休憩所

として開放 
○ 

17 監物堀を延長・整備し、水生植物を植える。 ○ 

18 上杉謙信公配下 14 武将の甲冑を着けての記念撮影会の開催 ○ 

19 高田城跡や五智国分寺、居多神社、上越水族館との観光連携の可能性 ○ 

20 防災・減災等災害対応のできる地域づくりの推進  

防災・減災 

（5 人） 

21 災害時等における春日地区の連携 ○ 

22 災害に対する防災・減災についての話し合い ○ 

23 地元防災士の横のつながりを広げる。 ○ 

24 自主防災組織の提案 A)総務班（青年会、消防団）B)保険衛生班（食生

活改善推進員、運動普及推進員） C)援護支援班（民生委員、子供会） 
○ 

 

 

 

 

 

 

№ 委員の回答 
事務局の仕分け（案） 

具体 分野 

25 イベント・行事を通じ年齢差を超えた地域づくりの推進  

地域内交流 

（5 人） 

26 春日区の地域資源を活かす（音楽でつなぐまちづくり）の提案  

27 活性化の一つが音楽でつながるまちづくりで豊かな人材の育成  

28 福祉の充実を促すために年代を超えた交流の場の促進  

29 町内会長連絡協議会や関係団体との合同の意見交換の調整  

30 人が集まる場の創出（高田でいうところのお休み処） ○ 

31 春日山の麓に「音楽でつながるまちづくり」活動の推進 ○ 

32 音楽に感心のある地域の方を見つけて組織の母体作り ○ 

33 謙信公祭で人材の育成と人と人とのつながりを強めていく。 ○ 

34 地域と学校を音楽でつなぐ「ふれあいコンサート」の充実 ○ 

35 町内会を活性化のための世代を越えた住民の意見交換会の開催 ○ 

36 春日区の豊かな資源を生かし、より愛着のある地域とする。  

郷土愛の育成 

（4 人） 

37 人口減少の対策は、地域と家族に愛着を感ずる好教育の充実  

38 地元の歴史・文化に関する活動体験を通した子どもたちの郷土愛の育成  

39 春日山城跡の魅力を地元に発信 ○ 

40 謙信公祭と時期を合わせた花火大会の開催 ○ 

41 春日区の魅力の再発見 ○ 

42 歴史遺産「春日山」の更なる整備充実と後世への保存  

歴史・文化の継承 

（3 人） 

43 謙信公の「義の心」の伝承  

44 歴史を巡る散歩道、春日山城史跡公園  

45 整備されキレイになりつつある春日山を健康増進の散策路としての活

用 
○ 

46 使われなくなると埋もれていく、春日山周辺の古道の散策路としての策

定 
○ 

47 高齢化社会（一人暮らし世帯）に対する福祉の充実 
 

高齢者福祉 

（1 人） 

48 高速道路下脇花壇の美化の提案 
○ 

環境美化 

（1 人） 

49 上越教育大学を中心とした学園都市構想への発展 
 

都市計画 

（1 人） 

50 次代の「春日区」を担う人材の育成  

（その他、全般） 

（3 人） 

51 上越市の中心地、誰もがうらやむ、安心で、生きがいのあるまちづくり

のモデル地域 
 

52 春日区に特化した情報発信（ペーパー以外の SNS など） ○ 

53 地域活性化に向けて小中学生から意見を募る。 ○ 

54 山麓線や旧国道沿いの商業施設や企業の民間活力による地域の活性化 ○ 
 

資料２ 
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地域活性化の方向性 「構成要素（案）」作成のイメージ 
 

 

順位 分野 構成要素(案) 目的・ねらい 具体の取組 

第１位 

(9 人) 
観光振興 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・地域の宝「春日山城跡」を活かした観光 

・戦国時代を代表する武将「上杉謙信公」の知名度を活かした観光

立地 

・春日山城跡の観光などの PR 

・誰もが憩える春日山城跡を目指すために 

・春日山城跡を中心とした歴史的宝庫を活用した観光振興 

・謙信公祭を全市、全県、全国的なイベントに盛り上げる潜在的な

可能性 

・謙信公祭への多くの住民の参加による全国的な知名度の向上 

・春日山を中心にした歴史施設、駐車場、距離の簡略化したマップの必

要性 

・謙信公祭における地域住民の『見る』から、『参加する』おもてなし

活動への働きかけ 

・春日山城、伐採木（杉など）の活用（立札、コースター、表札など） 

・春日山城跡を中心とした観光再開発（駐車場整備、その他アイディア

集積） 

・トイレの増設（春日山神社付近、春日山中腹などに） 

・春日山城跡にしかないお土産の開発（謙信・春日山ようかん、絵はが

き、しおり、川渡餅など） 

・春日山城跡にしかない記念品の開発（御朱印など） 

・旧春日山旅館付近から謙信公銅像前付近までの道路両側にのぼり旗の

設置 

・愛宕谷公園に季節ごとのお花畑を整備、入口高台にある空き家を休憩

所として開放 

・監物堀を延長・整備し、水生植物を植える。 

・上杉謙信公配下 14 武将の甲冑を着けての記念撮影会の開催 

・高田城跡や五智国分寺、居多神社、上越水族館との観光連携の可能性 

第 2 位 

(各 5 人) 

防災・減災 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・防災・減災等災害対応のできる地域づくりの推進 ・災害時等における春日地区の連携 

・災害に対する防災・減災についての話し合い 

・地元防災士の横のつながりを広げる。 

・自主防災組織の提案 A)総務班（青年会、消防団）B)保険衛生班（食

生活改善推進員、運動普及推進員） C)援護支援班（民生委員、子供

会） 

地域内交流 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・イベント・行事を通じ年齢差を超えた地域づくりの推進 

・春日区の地域資源を活かす（音楽でつなぐまちづくり）の提案 

・活性化の一つが音楽でつながるまちづくりで豊かな人材の育成 

・福祉の充実を促すために年代を超えた交流の場の促進 

・町内会長連絡協議会や関係団体との合同の意見交換の調整 

・人が集まる場の創出（高田でいうところのお休み処） 

・春日山の麓に「音楽でつながるまちづくり」活動の推進 

・音楽に感心のある地域の方を見つけて組織の母体作り 

・謙信公祭で人材の育成と人と人とのつながりを強めていく。 

・地域と学校を音楽でつなぐ「ふれあいコンサート」の充実 

・町内会を活性化のための世代を越えた住民の意見交換会の開催 

資料３ 

一文に集約する 抽象的 ⇔ 具体的 
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順位 分野 構成要素(案) 目的・ねらい 具体の取組 

第 4 位 

(4 人) 
郷土愛の育成 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・春日区の豊かな資源を生かし、より愛着のある地域とする。 

・人口減少の対策は、地域と家族に愛着を感ずる好教育の充実 

・地元の歴史・文化に関する活動体験を通した子どもたちの郷土愛

の育成 

・春日山城跡の魅力を地元に発信 

・謙信公祭と時期を合わせた花火大会の開催 

・春日区の魅力の再発見 

第 5 位 

(3 人) 
歴史・文化の継承 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・歴史遺産「春日山」の更なる整備充実と後世への保存 

・謙信公の「義の心」の伝承 

・歴史を巡る散歩道、春日山城史跡公園 

・整備されキレイになりつつある春日山を健康増進の散策路としての活

用 

・使われなくなると埋もれていく、春日山周辺の古道の散策路としての

策定 

第 6 位 

(各 1 人) 

高齢者福祉 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・高齢化社会（一人暮らし世帯）に対する福祉の充実 
 

環境美化 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

 
・高速道路下脇花壇の美化の提案 

都市計画 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・上越教育大学を中心とした学園都市構想への発展 
 

(3 人) その他、全般 

※次回以降の会議で正副

会長(案)を提示し、審議

を経て決定 

・次代の「春日区」を担う人材の育成 

・上越市の中心地、誰もがうらやむ、安心で、生きがいのあるまち

づくりのモデル地域 

・春日区に特化した情報発信（ペーパー以外の SNS など） 

・地域活性化に向けて小中学生から意見を募る。 

・山麓線や旧国道沿いの商業施設や企業の民間活力による地域の活性化 

 

一文に集約する 抽象的 ⇔ 具体的 


